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概要 

取込みたいCSV・Excelデータの項目(列)をパターン設定することで、様々なデータの取り込みが 
可能となりました。 
このマニュアルでは主に「Gemini」により解析したデータを取り込むためのパターン設定を行います。 
領収書・預金通帳などの証憑書類画像(・PDF)を「Gemini」を使って解析・データ化し、 
それらを予め設定済みの「BANK明細変換マスタ」を参照することで自動的に仕訳化を行います。 
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事前設定編 
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1．企業登録 

汎用データ取込みを行う為、使用した企業を呼び出し、 
オプション欄「AI/汎用自動仕訳」にチェックを入れます。 
※メニューが表示されない場合はアクセス権をご確認ください。 
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２．汎用データ取込ファイル種別登録 

取込ファイル種別名を入力してく
ださい。 
取込画面ではここで登録した取込
ファイル種別名からパターン選択
を行います。 

パターンについての説明を入力し
てください。 

ボタン押下で選択中の行の取込配
列設定画面を開きます。 

次にオプション付与した企業データに接続し、F10ｰ3「汎用データ取込ファイル種別登録」メニューを 
開き、取込ファイル種別、備考を入力後、F9取込配列設定ボタンを押下します。 
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２－１．取込配列設定 
日付の列設定を行います。 
日付が一つの列で表示されている場合は1段目のラジオボタン
を選択して、年月日列に列記号（例：A、B、Cなど）を入力し
てください。 
日付が年/月/日で列が分かれている場合は2段目のラジオボタ
ンを選択して、同じく各列に列記号を入力してください。 

金額の列設定を行います。 
金額が入金額/出金額で列が分かれている
場合は、1段目のラジオボタンを選択して、
各列に列記号を入力してください。 
 
金額が税込金額で1つの列で表示されてい
る場合は、2段目のラジオボタンを選択し
て、列記号を入力してください。 
 
金額が税抜金額/消費税額で列が分かれて
いる場合は、3段目のラジオボタンを選択
して、各列に列記号を入力してください。
10%か8%のどちらかもしくは両方に入
力が必要です。 

取引摘要、登録番号列の設定を行います。 
取引摘要列には取引の内容、メモなどが表示されている列記号を入力してください。 
※汎用データ取込機能で仕訳を作成する際に、データから作成される仕訳の科目などはBANK明
細変換マスタに登録されているデータをもとに作成されます。 BANK明細変換マスタのどの設定
が適用されるかは、上記設定で読み取った摘要から判定します。 
 
追加摘要1列、追加摘要2列には仕訳の摘要として表示したい列記号を入力してください。仕訳の
摘要には取引摘要の内容と空白つなぎで表示されます。 
 
登録番号列には適格請求書発行事業者の登録番号が表示されている列記号を入力してください。 

取引種別の列、ワード設定を行いま
す。 
金額列設定で2段目、3段目を選択し
ている場合は、「取引種別列」「入
金種別名」「出金種別名」の入力が
可能になります。 
取引の種類が表示されている列記号
を入力してください。（入金、出金、
振込、振替など） 
入金種別名には入金の場合のワード
をカンマつなぎで入力してください。 
出金種別名には出金の場合のワード
をカンマつなぎで入力してください。 
 
CSV・Excelデータに取引種別にあた
る列がなく、出金の場合は金額にマ
イナス「-」がつく場合は取引種別列
の入力は不要です。 
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２－２．汎用データ取込ファイル種別 取込配列設定登録例 
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２－２．汎用データ取込ファイル種別 取込配列設定登録例 
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【注意】領収書等 費用科目取込み時の注意点 

領収書・レシートデータ取込み時において、入金・出金の判断項目がない場合、 
下記設定が必要となります。 

取込配列設定 ＞ 金額欄にて 
貸借科目を判定させる為、 
取込ファイルの 「金額がない任意の列」 を 「入金額」 列に指定ください。 
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３．BANK明細変換マスタ取込 

Geminiで解析したデータは、F10ｰ3「BANK明細変換マスタ登録」にある仕訳化ルールを参照し 
仕訳化されます。詳細な変換ルールを設定せず仮勘定(諸口など)にて仕訳化→修正することも 
可能ですが、過去仕訳を「BANK明細変換マスタ取込」により、変換ルールとして事前に設定しておく 
ことで、初回取込み時より正しい仕訳を起こすことが可能です。 
 
★F10ｰ3 BANK明細変換マスタ取込 必要項目 
・明細(取引)摘要 
・仕訳作成時の科目コード / 補助科目コード 
・ 〃       部門コード / 取引先コード ※管理されていれば 
※税区分は科目マスタで設定済みの各科目に紐づく税区分となります 

★過去取引より変換ルールを作成する手順 
１．現(預)金出納帳より、任意の期間の過去仕訳を吐出し  
 / F1ｰ1現(預)金出納帳＞F11印刷＞F8CSV出力 
２．上記必要項目(摘要、勘定科目・補助科目・部門、取引先コード)をコピー 
３．ヘルプ(WEBページ)へ接続し、BANK明細変換マスタ取込ひな形をダウンロード 
４．２でコピーした内容をひな形内、対応箇所へ貼り付け 
５．重複を削除し取込み 
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３．BANK明細変換マスタ取込 

■ひな形 

赤枠箇所を過去仕訳よりコピー＆ペースト →重複削除 
※それ以外箇所はすべて固定値 
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４．BANK明細変換マスタ登録 

F10ｰ3「BANK明細変換マスタ登録」は自動仕訳を行う際の仕訳ルールを設定する機能です。 
任意の取引摘要を読取った際に取得する仕訳の内容を設定します。 
※次ページで項目説明 

読取った取引摘要及びその他の条件(赤枠)により仕訳(青枠)を計上 
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４．BANK明細変換マスタ登録 

・連携元（口座） ：BANK・AIｰBANKなど機能ごと、またそのうちの口座ごとでソートをかけることが可能 

・優先度 ：同一の取引摘要を読取った際、種別・金額範囲等による優先度を設定 

・除外 ：適用しないルールを設定可能 

・連携元（口座） ：当ルールが紐づく連携元(口座)が設定可能 

・摘要一致条件 ：「部分一致」、「前方一致」、「後方一致」、「完全一致」の検索一致条件を設定 

・明細摘要 ：＝取引摘要。このワードを読み取った際に当ルールで設定した仕訳を計上する 

・金額範囲(任意) ：仕訳化する取引の金額範囲を設定 

・仕訳作成時の科目 ：仕訳を計上する際の科目を設定 補助科目、部門、取引先も同様(任意) 

・仕訳作成時の摘要 ：仕訳作成時の摘要欄に記載する内容を設定 

              [銀行摘要]と入力しておくことで、読取った取引摘要をそのまま仕訳作成時の 

              摘要欄に記載する 
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運用編 
 

データ化（Gemini）→ 仕訳化 → 確認訂正 →学習機能   
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１．Geminiでの解析と吐出し 

①Geminiにて、解析したいPDF・プロンプトを貼り付け解析します。 
②スプレッドシートにエクスポートし、開きます。 

領収書PDFを添付、プロンプト
(指示文)を入力し送信します。 

解析が終わればスプレッドシートに
エクスポートし開きます。 
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１．Geminiでの解析と吐出し 

③ファイルよりCSVもしくはExcelで出力します。 
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２．汎用データ取込 

作成する伝票仕訳の取引用科目、補
助科目、部門を入力します。 
※相手仕訳の科目はBANK明細変換
マスタに登録されているデータをも
とに作成されます。 

取込を実行したいCSV・Excelファ
イルを参照ボタンから選択、もしく
はCSV・Excelファイルをドラッグ
アンドドロップします。 

汎用データパターン登録画面で登録
したパターンの中から選択可能です。 
取り込みを実施したいCSV・Excel
ファイルのパターンを選択します。 

選択したCSV・Excelファイルの、
読み込みを開始したい行を入力して
ください。 

F10ｰ4「汎用データ取込」メニューよりデータ取込み・仕訳化を行います 
取込を実行したいCSV・Excelファイルを指定し、その他項目(取引用科目、補助科目、部門、 
汎用データ取込ファイル種別、読込開始行)を設定しF8実行ボタンを押下します。 
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２－１．汎用データ取込 取込正常終了例 

取込が完了した場合、取込詳細が
ダイアログに表示されます。 
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２－２．汎用データ取込 取込エラー例 

取込ファイルに問題があった場合
はエラー詳細がダイアログに表示
されます。 
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３．仕訳の確認 

取り込んだ仕訳は、現預金出納帳、元帳などで確認します。 
修正する場合は右肩「修正」ボタンを押下し修正します。 

取込データ 
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４．新しい取引仕訳の修正とBANK明細変換マスタ登録への学習機能 

BANK明細変換マスタに登録のない取引のみを抽出・修正する場合は、F5絞込み開始＞ 
勘定科目「諸口(BANK明細変換マスタ登録で仮勘定設定されている勘定科目)」を指定し抽出します。 
修正後、登録することで、修正した仕訳がBANK明細変換マスタへ自動登録されます。 

チェックされているデータのみBANK明細変換マスタに登録されます。 
※チェックを付していてもBANK明細変換マスタに既に存在するデータは登録
されません。 
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